東京都服飾学校協会服飾ゼミナール　於：私学会館　　　　　　　　　　　08.10.18（土）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


「エコファッション：ファッションとリサイクル」
今出来ること　考えたいこと　　不要アパレルの可燃ごみを減らせるか？
ファイバーリサイクル研究会　代表幹事　木田　豊

はじめに　最近の話題
　洞爺湖サミット、　バイオエタノール、　カーボンオフ、　０７年の漢字「偽」
ノーベル平和賞：　ゴア元米国副大統領、IPCC　　、　　流行語大賞候補「不都合な真実」、
大柴ルー　「MOTTAINAI」で大ブレーク、　スローファッション、　ユーズドファッション　
リメイク、　リサイクチュール、TV、新聞　環境特集　、CSR、エコプロダクツ展　　etc.　　　　　　
１．アパレル・リサイクルの現状
　

　温室効果ガス削減「京都議定書発効」→　2005.2.16　

　　90年比　日：6%　EU：8%　米：7%　日本は６＋８⇒14%　（2008～2012年目標）　

　

CO2は減らさねば　⇔　不要衣料品は可燃ごみか？　

２．繊維　特に　アパレル　リサイクルについての誤解

①出来ている　　②量的　　③誰の責任　　④PETボトルのリサイクル　　

３．実施の困難性

・リサイクルされた商品の需要低下　①リユース（古着）　②　反毛　③ウエス
・輸入品シェアー　　　　　・衣服は複合物　　　　　　　　

・衣服は感性商品⇒　易リサイクル商品（リサイクル配慮設計商品）遅れ　

４．先進的事例紹介
５．CSR重視と拡大事業者（生産者）責任　　CSRは進化途上　

アパレル産業のとりくみ姿勢

アパレル産業協会――2000年「アパレル・リサイクル調査研究委員会」の発足　
1） リサイクル配慮設計商品を表す「エコメイト」マーク）をアパレル産業としての回収システムを策定した。（2002年）
2） グローバル・スタンダードを発信→ジャパンクオリティの摸索
3） アパレル・リサイクルの法制化への動きと問題点

超党派議員：リサイクルｼｽﾃﾑ議員懇談会（甘利明会長）繊維ﾘｻｲｸﾙ小委員会
議員立法の動き→　業界の自主行動に任されたが

６．「啓発からビジネス段階へ」「小さなことでも出来ることから」「楽しみながら」
　新しいライフスタイル→　３Ｒ（特にﾘﾃﾞｭｰｽにも通じる）
　環境対応＝アパレルリサイクルをジャパンクウォリティに加え、服作りの専門家の人材育成教育にも環境配慮の観点からの取り組みが必要である　　　　　　（完）　
· ファイバーリサイクル研究会　yutakanakid@yahoo.co.jp

· ファッションビジネス学会　アパレル・リサイクル研究部会

· (NPO）持続可能な社会をつくる元気ネット

· アパレルビジネスマガジン（繊維流通研究会）http://www.apparel-mag.com/
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＊ファッションビジネス学会　アパレル・リサイクル研究部会

＊ファイバーリサイクル研究会　aeaa7wto@icnet.ne.jp

